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議事進行： 

 

１．車両準備状況について 

２．一次試験結果  

３．ユーザーアンケート調査について 

４．トラックユーザーへのPR方法について 

５．ディスカッション  
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１． 車両準備状況 
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PR用ベース車両 

 

三菱ふそう・キャンター 

（2トンクラス） 

車載専用車架装 
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PR用ベース車両の選定について 

 

１．最新型ディーゼルエンジンを搭載 

  （コモンレール燃料供給方式、DPF、VGT等装備） 

 

２．量販車種であること 

  2トンクラスマーケット 

  １）総保有 約８００，０００台、年間代替約８万台 

  ２）シェアが高いメーカーであること 

  ３）技術解析がしやすいこと 

 

３．展開 

小型トラックで検証し、最終的には大型へ展開したい 

（後改造部分を最小で） 
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ディーゼルECU 

LPガスECU 

軽油燃料タンク 
LPガス・タンク 

ディーゼルとL Pガスの混合システム構造  

既存デイーゼルエンジンにLPG燃料を供給する装置を装着 
  ①マニホールドにLPG用インジェクター、燃料供給配管を追加 
  ②LPG用ECUを追加 
  ③床下にLPG燃料タンク及び遮断弁等法定装備を追加 

① 

② 

③ 



車両の概要  

外観での相違は 

LPG容器のみ 



車両の概要  

ベースエンジンにLPGインジェクターとLPG用ECUを設置 



車両の概要  

LPGインジェクターはマニホールド部分に各気筒1本づつ取付 



車両の概要  

LPG燃料タンクを取付 

レギュレーターを取付 

電磁弁・遮断弁を取付 スイッチを取付 

LPG車構造取扱 

基準に準拠し 

LPG燃料部品を 

取付 



シャーシーダイナモでの事前チューニング  

シャーシ 

トルク・速度 

ローラー

ドラム 

コントロール 

システム 

パソコンで 

微調整しなが

ら計測する 

LPG混合状況は城東自動車のシャシーダイナモで測定・チューニング 



シャーシーダイナモでの事前チューニング  

LPG混合状況は城東自動車のシャシーダイナモで測定・チューニング 
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２． 一次試験結果 



出力特性イメージ  

回転数 

出
力 

LPG混合時出力 

ベース出力 



シャーシーダイナモでの事前チューニング  



現在までの進捗状況  

１．最新式デイーゼルにLPG混合し、燃焼可能は実証 

 

２．排出ガス試験結果として、構造変更車検は取得 

  更に、チューニングを重ね、再度排出ガス試験実施 

 

３．出力は、ベース車同等以上になるので、協調制御し、 

  軽油量を減らし、LPG量で同等出力に調整 

   

車両選定 改造 
1次排ガス
試験 

チューニ
ング 

走行テスト 
２次排ガ
ス試験 

展示会 事業終了 
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３．ユーザーアンケート調査 



目的・狙い  

１．目的 

 トラックユーザーに燃料費とDDFに改造することを説明し関心度合いを調 

 査する。 

 

２．方法 

 １）簡単なDDFの説明後、対面調査によりアンケート調査 

 ２）ターゲットユーザーに対して、ビデオ収録の上ヒアリング調査 

 

３．狙い 

 １）燃料費の課題について、ユーザーの意識調査 

 ２）DDF説明後に、燃料削減につながる改造の可否 

 ３）運行形態の把握 

 



アンケート内容  
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４．トラックユーザーへの 
  PR方法について 



P R方法について   

 

1．専用ホームページでのPR 

  ・概要、作業進捗状況の告知（随時） 

 

2．小型トラックユーザーに対する燃費意識調査 （11月下旬～12月中） 

 

3．車両準備後 

  ・展示説明会を対象事業者へ実施 （１月頃・東京／名古屋想定） 

 

4．報告書／説明パンフレットの配布 （２月頃） 

今後のスケジュールと進め方  

 

１．車両のセッテイング 

 

２．DDFに関する関係知見の収集 

 

３．展示説明会を対象事業者へ実施（１月頃） 

 

４．報告書／説明パンフレットの配布（２月頃） 
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５．ディスカッション 

１）本プロジェクトへの要望・意見 
２）新型混焼トラックの愛称 


